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ボルタ電池の時間経過による発電量の減少
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はじめに 方法

結果

考察

（伝わりやすいポスターのコツ）
★全体的に使う色は３色まで

★主張や考えも図でまとめられるとより

★日本語部分のフォントは

★目立たせたい文章は

・ボルタ電池に過酸化水素を加えると、
電極に水素が付着しなかったことから
分極が起こらなかったことが分かった。
・水溶液全体から可燃性ではない気体
が発生した。
・発生した気体はH₂と考えられる。

今回の実験で、ボルタ電池に過酸化
水素を加えると発電量の減少を抑え
ることができた。
そのため、前回よりも発電効率の良
い電池を作成することができた。
今後は電池の内部でどのような反応
が起きているのか、気体の発生を含
めた解明をしていきたい。

電極と溶液の濃度による発電量の減
少についての研究を行っていたが、仮
説していたよりも小さな電力しか得ら
れなかった。もっと効率の良いボルタ
電池を作成するため、前回の研究結
果をもとに、過酸化水素を酸化剤にし
た電池を作成した。

作った電池を発電させ電圧と電流の
発電量を前回の結果と比べた。

もっと効率の良いボルタ電池を作成す
るために、今後の研究材料にした。
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図5. 分極を抑えたボルタ電池の発電量の推移

電流 電圧

電流３１ｍA、電圧０．４６５V発生して、そこからの
時間経過による増加減少は見られなかった。
一定時間経過後に期待が発生していた。
正極の鉄に銅のメッキがされていた。
溶液は深緑色になっていた。

1.98％濃硫酸15㎖入った300㎖水溶液を

作成。

2.10％に薄めた35％過酸化水素100㎖を

作成。

3.それらを合わせた混合液に正極銅、負

極鉄としボルタ電池を作成。


